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令和６年度 第２回坂井市男女共同参画審議会 

 

日時  令和７年２月３日（月）午後 1 時３０分から 

場所  坂井市商工会 2 階 会議室 

 

出席委員：赤土委員、加藤委員、黒川委員、千秋委員、舘委員、長谷川委員、吉川委員 

欠席委員：塚本会長、水上副会長 

事 務 局：西総合政策部長 

結婚応援課４名（高倉課長、松浦課長補佐、三田村主事、竹澤主事） 

 

１ 開会 

２ 坂井市男女共同参画都市宣言文唱和 

3 審議会 

（１） 令和６年度男女共同参画推進計画について 

（２） 第 2 次男女共同参画推進計画の見直しについて 

（３） その他 

４ 閉会 

 

【会議録】 

発言者 内容 

事務局 ご案内の時間になりましたので、只今より、「令和６年度第２回坂井市男女共同参画

審議会」を開会いたします。 

本日、皆様には公私ともにお忙しい中ご出席をいただき、ありがとうございます。 

本日の進行を務めます 結婚応援課の三田村と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

なお、本日の会議の終了時間はおおむね１５時３０分をめどに予定しております。 

 

はじめに、坂井市男女共同参画都市宣言文の唱和を行います。 

皆様、ご起立ください。 

事務局が前文を読み上げますので、続いてご唱和ください。 

 （宣言文読み上げ） 
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事務局 ありがとうございました。ご着席ください。 

本日お昼ごろに塚本会長よりご家族の方の急用で欠席とのご連絡がありました。副会

長も欠席のため「坂井市男女共同参画推進条例施行規則」第 6 条第 4 項に基づき、会

長の指名により赤土委員にお願いしたいと思います。 

 

それでは、坂井市男女共同参画審議会に入りたいと存じます。 

ただいまの出席人数は 8 人でございます。したがいまして、坂井市男女共同参画推進

条例施行規則第７条第２項の規定（過半数の出席）により、定足数に達しております

ことをご報告申し上げます。 

なお、塚本会長、水上副会長におかれましては、都合により欠席のご連絡をいただい

ておりますので、ご報告申し上げます。 

 

それでは、協議に入りたいと思います。 

ここからは、「坂井市男女共同参画推進条例施行規則」第７条の規定により赤土委員

が議長となりますので、以下の議事につきましては赤土委員の進行でお願いいたしま

す。 

なお、当審議会の議事録の概要につきましては、情報公開の意味から、ホームページ

で公開させていただく予定ですので、ご了解をお願いします。 

赤土委員 それでは、お手元の資料に基づきまして会議に入りたいと思います。 

議題 1、令和 6 年度男女共同参画推進計画について、事務局より説明をお願いいたし

ます。 

事務局 ６月の第１回審議会で委員のみなさまにご審議頂きました令和５年度の男女共同参

画推進計画の評価、意見要望等につきましては、各担当課に周知させていただき、令

和６年度の推進計画を提出してもらいました。これをまとめたものが、「令和６年度 

男女共同参画推進計画【事業概要版】」になります。計画等に令和５年度と大きな変更

点はございませんがご意見等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

赤土委員 それでは、皆様からご質問・ご意見等ございましたら、順次ご発言ください。 

皆さんご意見ないでしょうか 

一同 はい。 

事務局 こちらの計画については来年度第 1 回目の審議会でご意見をいただくことになって

おりますので、よろしくお願いいたします。 

赤土委員 それでは議題 2 について事務局よりご説明お願いいたします。 

事務局 市民意識調査等のアンケート内容について 

令和３年度に策定された第２次坂井市男女共同参画推進計画の見直し時期が、令和７

年度になります。この計画は国や県の計画を基に、市の計画が策定されており、「意識

を変える」「参画する」「支え合う」の３つの基本目標、そして 13 の重点目標から成
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り立っています。 

 

今回、10 年計画の５年目にあたる令和７年度に見直しをいたします。 

スケジュールにつきましては、次回審議会でお渡しさせていただきますが、令和 8 年

2 月に向けて答申してまいりたいと考えておりますので、委員の皆様には、忌憚のな

いご意見をいただきながら、計画に反映させてまいりたいと思いますので、どうぞご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

  

本日ご審議いただきたいのは、計画の見直しにあたり、５年ぶりに実施します市民意

識調査の項目等についてご協議いただきたいと思います。 

 

まず初めに、アンケート調査の方法についてご説明させていただきます。 

前回の市民意識調査時には無作為に 2,400 人の方にアンケート用紙を郵送し、827 人

の方にご回答いただいております。回収率は 34.5％でした。 

 

 

今回は、近年の DX 推進の観点や環境への配慮を考慮し、スマートフォンで QR コー

ドを読み取る方法での回答を考えております。広報や HP 等で QR コードを掲載し、

アンケートの協力を行っていきたいと考えております。また、QR コードでの回答が

困難な方への対応としまして、結婚応援課窓口やコミュニティセンターに紙のアンケ

ート用紙を配置して対応していきたいと思っています。 

 

次にお手元にありますアンケート調査をご覧ください。前回同様、男女共同参画に関

する市民意識調査と、女性活躍加速化アンケート調査になります。女性活躍加速化ア

ンケートについては事業所様向けと女性社員向けの２種類ございます。全部で 3 部お

手元にあるかと思います。 

  

今回の調査では前回のアンケートを基本に市民意識調査については８つ、事業所アン

ケートについては 1 つ質問を追加しております。 

追加の部分と、いくつか修正箇所については赤字にしております。 

追加、修正いたしましたところをご説明させていただきます。 

 

まず市民意識調査ですが、表紙のところでアンケートの対象者とする年齢を、成人の

年齢が 20 歳から 18 歳になったことで修正をしております。 

また表紙の中ほどに、「ご回答にあたってのお願い」のところで、先ほどご説明いたし

ましたＱＲコードを記載しております。 

 

１ページ目の年齢の記載についてですが、前回は２０代、３０代、４０代、５０代、
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６０代、７０代以上となっておりましたが、事前に塚本会長からご指導いただきまし

て年齢を明記するように変更しています。 

 

次に 3 ページをおめくりいただいて、問 4 を追加しております。これは日常の家事な

どを問 3 で「誰が主にしていますか」と質問しておりますが、今回、回答者がどれく

らいの頻度で家事を行っているかの質問の追加になります。 

 

続きまして、6 ページの問 11 ですが、選択肢に「女性特有の健康課題」を追加して

おります。 

 

次に 11 ページの問 17 ですが、⑩のＬＧＢＴにＱ（クエスチョン）を追加いたしま

した。 

また令和 5 年度に坂井市でも施行されました「パートナーシップ宣誓制度」と、「ア

ンコンシャス・バイアス」「オールド・ボーイズ・ネットワーク」「ライフデザイン」

を追加いたしました。「アンコンシャス・バイアス」「オールド・ボーイズ・ネットワ

ーク」についてはお手元の資料 1 の国の「女性版骨太の方針 2024」の３ページ中ほ

どに記載がございます。 

また「ライフデザイン」については資料 2 の県の「ふくいしあわせ実感パートナープ

ラン」右下あたりに記載されております。この説明については１４ページに記載して

おります。 

  

問 18～問 24 までは追加になります。昨今の社会情勢等を鑑み、問 18 で「少子化に

ついて」問 19 で「性的マイノリティ」問 20 で「学校教育の場での取り組み」問 21

で「防災分野」、問 22 で「男女共同参画社会を形成」について、問 23、24 で「女性

の都会への流出問題」について新たに追加した質問になります。 

 

次に女性活躍加速化アンケート調査に追加した質問について説明させていただきま

す。事業所アンケート 10 ページに問 23、女性社員アンケート 8 ページに問 21 を追

加しております。どちらも「女性が長く働き続けることを困難にしている要因は何か」

という質問です。 

 

なお、質問中の「選択肢の選択数」について、あてはまるもの２つまたは３つに〇を

つける質問がありますが、「あてはまるもの全て」にした方が見えてこない課題が見え

てくるのではとの、水上副会長からのご意見をいただきました。本日の資料で見え消

しで記載しております。委員の皆様からのご意見を伺いたいと考えております。 

 

説明は以上になります。 
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赤土委員 ただいまの説明についてご質問・ご意見ございますか。 

舘委員 今後アンケートを回収して、集計すると思いますが、その先の分析まで行いますか。 

事務局 はい、行う予定です。塚本会長にもご相談しているところです。 

舘委員 アンケートを見てすぐわかる部分もあると思いますが、年齢、男女、地域などで学術

的な目線で区切ることで相関関係の有無が分かってくると思います。 

そこまでを明らかにすると坂井市の状況やどのような施策が必要なのか等も見えて

くると思います。アンケートにボリュームがあるので、答える方もなかなか大変かな

とも思います。あとは QR コードでやると若い方は比較的スムーズにできても、年配

の方だと大変かなとは思います。 

でもそこに坂井市の課題が出てくると思うので、分析をして形にしていただけるとい

いと思います。 

事務局 はい。ありがとうございます。 

赤土委員 アンケートは市内に居住している 18 歳以上の方全員が対象ですか。それとも抜き打

ちですか。 

事務局 アンケートの対象者は、坂井市にお住いの 18 歳以上の方すべてが対象になります。

今までは無作為で 2,400 人の方に郵送していましたが、今回は QR コードで読み込ん

で回答する方法でと考えております。QR コードをホームページや広報に掲載してお

願いするかたちです。 

今回は回答者を絞らないよう郵送はせず、記事を見た方に幅広く回答いただこうと思

っています。ただアンケートをやってることを広く PR しなければならないと思いま

す。 

長谷川委員 どれだけの人がホームページを見て回答してくれるのかが心配です。あの手この手で

周知しないといけないと思います。 

事務局 
そうですね。公式 LINE からの誘導やアナログ的な方法もしないといけないと思って

います。委員の皆さまや、皆様が所属している団体にもご協力お願いいたします。 

長谷川委員 
先ほど言われたように、アンケートのボリュームが大きいのですが、事務局で回答し

てみてどれくらいの時間がかかりましたか。 

事務局 10～15 分くらいですね。 

長谷川委員 それとアンケート実施後に分析をされると思いますが、坂井市のいろんな部局に共有

して必要であれば事業の立ち上げなどもされるのでしょうか。 

事務局 この計画は全庁に関わるものなので、それぞれでやっていく方がいい場合と、一緒に

やっていく方がいい場合がありますので、取り組む際は他課に声をかけることもあり

ます。国や県からの広報物に掲載のある新たなキーワード等について市民の皆様の意

識についてをお伺いする予定です。 
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長谷川委員 アンケートの結果が計画の項目に基づいて、新規とか継続といった形で組み込まれる

のでしょうか。 

事務局 そうです。 

長谷川委員 わかりました。ありがとうございます。 

千秋委員 ボリュームの件で年齢も前回は 10 代、20 代と年代を選択していましたが、今回は年

齢を入れてもらうようになっていて集計が大変ではないでしょうか。 

あと「当てはまるものをすべてに○」にすると回答が幅広くなりすぎて、どの選択肢

が重要なのか見えてこないのではないでしょうか。 

事務局 ただいまのご意見について、今の若い世代の教育課程の違いが年単位で出てくるので

はと考えておりましたが、会長にも今後相談したいと思います。また「当てはまるす

べてに○」についても検討いたします。 

吉川委員 「用語の説明」について設問のすぐ下にあるものと、アンケートの最後にあるものと

分かれていますが、最後のページにあっても気付かないのではないでしょうか。注釈

等で「最後のページに用語の説明有」と記載しておくのもいいかと思います。 

事務局 ありがとうございます。検討いたします。 

舘委員 私もいろんなところでアンケートを実施しているのですが、これくらいのボリューム

でないと精密なデータは出てこないし、集計・分析の際には科学的なエビデンスが必

要になってきますので、量については仕方ないところもあるかと思います。 

あと「QR コード」という名称は商標登録されてるものなので、「二次元コード」とい

う書き方に変えておく方がいいような気がします。 

それと、お金がかかることかもしれませんが、郵送とデジタルの両方はできないので

しょうか。回答数が多ければ多いほどデータとして良いものになってくると思いま

す。ある意味学校などで全生徒に実施してもらうなどしてもらわないと、特に若い世

代の回収は難しいかなと。なので周知を工夫するか、ある程度抽出して郵送する方法

も検討していただけるといいかと思います。 

事務局 ありがとうございます。 

赤土委員 デジタルの時代になっているとはいえ、高齢世代はまだまだアナログの方もたくさん

いらっしゃると思います。若い世代の人たちもどれだけの人数が、ホームページや広

報をみるかと言われると少し不安なところがあります。 

大変かもしれませんが、郵送で送られてきた方がわかりやすいですし、他の人にも案

内しやすいです。 

長谷川委員 郵送とデジタルと両方実施するのは統計学上問題ないのでしょうか。 

舘委員 両方で実施することはありますし、やはり郵送した方が回答率はいいです。 

千秋委員 例えばお願いだけを郵送でして、回答は QR コードからというのはどうでしょうか。 

紙一枚だけ送れば郵送料も安く済むので。 

事務局 検討いたします。ありがとうございます。 
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長谷川委員 回答する方も QR コードの方が楽なので、郵送でお願いだけしていただけるといいか

なと。 

事務局 
ありがとうございます。庁内の委員さんにもご協力をお願いしますので、その委員さ

んの周りの方にも案内いただくかたちでの周知もしていこうと考えております。 

飛田委員 防災無線でアンケートのご協力を促すことはできますか。 

事務局 防災無線は基本的に防災以外のことを流すのは難しいですね。あとはまち協さんにも

ご協力をお願いしようかと思います。 

黒川委員 事業所向けのアンケートに「女性社員 1 名の方に記入をお願いしてください」とあり

ますが、社員 1 名の方だけでよろしいのでしょうか。 

事務局 すみません、「1 名以上」に修正したいと思います。 

黒川委員 そうなりますと郵送する部数についても 1 部だけなのか、紙以外の方はどのように回

答していただくのか等も明記した方がいいかと思います 

事務局 ありがとうございます。 

黒川委員 事業所アンケートもかなりボリュームがありますが、この質問項目は絶対に聞きたい

ことなのでしょうか。 

事務局 そうですね、比較のために前回のアンケートと基本的に変更しないようにしていま

す。 

黒川委員 そうですか。ただもう少しコンパクトにしていただいた方が回答もしやすいかと思い

ます。 

事務局 ご意見ありがとうございます。 

赤土委員 他にご質問等よろしいでしょうか。ご発言がないようなので次の議題に移ります。そ

れでは（３）その他について、事務局からご説明お願いします。 

事務局 資料 4「令和６年度結婚応援課の取り組み」について 

 

≪説明≫ 

 

赤土委員 今のご説明に対して、ご意見・ご質問がありましたらご発言ください。 

赤土委員 婚活イベントでは男女の応募数はどのようなかんじでしょうか。 

事務局 男性は倍率が高く、募集数 10 名に対して 70 名程応募いただいたこともございまし

た。女性は募集数と同じくらいの人数のお申し込みがあります。周知活動を委託業者

にお願いすると、女性も募集数を超えるお申込みがあったり、内容が女性に向けたも

のですと多く応募がある状況です。 

赤土委員 来年度もこのような婚活イベントをされていく予定ですか。 
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事務局 今年度は例年より実施回数が多かったため、来年度は回数をもう少し縮小して実施す

る予定です。今後は機運醸成やより関心を持ってもらうためにはどのようなことをし

たらよいか考えていくところです。 

長谷川委員 なかなかユニークなタイトルのイベントが多いですね。今年度のマッチング数は合計

で 10 組ということですか。 

事務局 今後あと 2 回婚活イベントがありますが、現時点では 10 組です。 

千秋委員 婚活の参加者が多いのは、役所が主催しているという安心感があるのでしょうか。 

事務局 安心感と参加費が安いというところもあると思います。 

千秋委員 

 

民間のマッチングアプリだと私たちの年代は少し怖いなという思いがあるのですが、

役所がやっていると安心感があっていいなと思います。 

長谷川委員 女性が少ないのは安心感と逆に少し敷居が高いなと感じる方もいらっしゃるかもし

れませんね。 

赤土委員 他にご意見がないようでしたら本日の議題は以上となります。ご協力ありがとうござ

いました。 

事務局 赤土委員、ありがとうございました。 

本日の審議会ですべてのアンケートの内容につきまして、ご協議いただくにはお時間

が足りないかと思われますので、後日ご意見、ご質問等ございましたら、1 週間後の

2/10（月）までにメールでいただけますと幸いです。 

 

それでは以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。みなさまお疲れ

様でございました。 

 

 


